FUN project　第二日目　講演会開催報告

≪講演概要≫

第二日目は、WB広報担当官の大森功一氏、IMFアジア太平洋地域事務所広報マネージャーの宇都宮敬子氏の講演でした。講演の内容は、国際的な金融機関の説明から、国連職員に至るキャリアパスまで、とても詳しいものでした。なかなか知ることの出来ないことが多く、様々なことを学ぶことができました。

＜WB（世界銀行）の大森功一氏＞
　最初に、世界銀行とは何かという説明をしていただきました。その後に氏は、世界銀行では、どんな人材を求めているのかという内容を中心とした講演をして下さいました。　現在、地球人口67億人の内10億人が1日1ドル（最新データでは14億人が1日1.25ドル）より少ないお金で生活しています。そういった状況の中、世界銀行は途上国の政府に対して資金支援を行っており、日本は世界で2番目に大きなドナー国です。しかし、支援額の割合と比べ、世界銀行で働く日本人職員の数はとても少ないという現状があります。そのような世界銀行が、どんな人材を求めているかについて、大森氏は、「マクロ的な視点を持っている人」、また、世界銀行ならではの要素として、「専門性をもつ人」だとおっしゃっていました。さらには採用制度や日本・世界銀行共同大学院奨学金制度についても紹介され、講演の最後には、世界銀行に興味のある学生へ向けて、連絡先を教えて下さいました。

＜IMFの宇都宮敬子氏＞
　最初に、IMFという組織について説明をして頂きました。次に、どのような条件があればIMFで働くことが出来るのかという、採用に関することを軸にお話して下さいました。混同しがちなWBとの違いや今後の目標、更にはIMF全体に占める日本人職員のパーセンテージが極めて少ない現状を述べた上で、IMFを志す者達へ熱いエールを送って下さいました。　宇都宮氏から、講演後の懇親会にてお話を窺った際に、特に驚いたことは、宇都宮氏は２０歳から英語の勉強を始めたということです。卓越した英語力を要する国連職員に対して憧れはあっても、なかなか志す勇気が出ない者は多いでしょうが、宇都宮氏はそんな人達の背中を押して下さいます。また、とても気さくで話しやすく、国連へ抱いていた固いイメージを払拭して下さいました。「不可能はない」、その言葉を自分自身で表現しているような、魅力的な方でした。

　大森氏、宇都宮氏ともに、学生へ向けて応援のメッセージを下さいました。多くの学生が将来への希望をもつことができたことでしょう。またいつかお話をうかがう機会があれば、実に幸いです。
